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日本化学療法学会主催: 市民公開講座

ペニシリンの半世紀

日 時:平 成8年11月13日(水)午 後6時 ～9時

会 場:東 京都 日比谷公会堂

主 催:日 本化学療法学会

後 援 厚生省,日 本医師会,日 本臨床内科医会,日 本抗生物質学術協議会,日 本経済新聞社,日 経BP社

〔司会:東 京慈恵会医科大学名誉教授 上田 泰〕

これか ら明治製菓社長の北里一郎氏 に基調講演をお

願い します。この記念すべ き市民公開講座 「ペニ シリ

ンの半世紀」を開催するにあたって氏 にお願いしたの

は,我 が国の感染症,化 学療法の先駆者である北里柴

三郎先生のお孫 さんであると同時に,同 社がペニ シリ

ンの開発に最初か ら携わ り,今 日まで抗生物質の開発

を続けてこられたことによるものです。

現在,わ が国にお きましては,多 数の製薬会社の

方々が新 しい抗生物質の開発 に努力 してお られ ます。

そのような努力に敬意を表 し,北 里氏 にその代表 とし

て抗生物質が今 までに歩んできた道 と今後の進むべ き

道をお話ししていただきます。

【基調講演】

ペ ニ シ リン の 歩 ん で き た 道

北 里 一 郎

明治製菓株式会社代表取締役社長

本年は,日 本 におけるペニ シリンの本格的製造が開

始されてち ょうど50年 目に当たる記念すべ き年です。

ペニシリンの歴史は,即 ち抗生物質の歴史であ り,こ

の半世紀 に抗生物質が果 たした人類への貢献 は他 に類

を見 ないもので した。戦後の混乱期か ら今 日までの半

世紀 に,ペ ニシリンを初め とす る抗生物質の歩んで き

た道をたどってみ ましょう。

ペニシリンは1928年,英 国のアレキサンダー ・フレ

ミング博士によって発見 されました。 自分の研 究に使

っていたおできなどの化膿性疾患の原因となるぶどう

球菌を植えた寒天シャー レの中に,偶 然青カビが飛び

込んで来て,そ の青 カビの まわ りのぶ どう球菌が生育

しないことを見つけ ました。その青カビが,ぶ どう球

菌の生育を阻止する物質を分泌 しているに違いない と

推定,さ らにその分泌物を感染症の治療に使えるか も

しれない と考えました。実際にその青 カビの分泌する

黄色い液を集め100万 倍 に薄めて もぶ どう球菌は生育

出来 ませんで した。そ こで,フ レミング博士はその青

カビを分離 して,そ れがペニ シリウムというカビであ

ることに因み,そ の物質をペニシリン(PCと 略)と 命

名 しました。

このペニシリンの発見 は,そ の後 の感染症治療の飛

躍的進歩につながるきっかけを作ったことは,言 うま

でもあ りません。

19世 紀後半か ら20世 紀初頭にかけて,ロ ベルト・

コッホ,北 里柴三郎をは じめ とする優 れた細菌学者の

手によって,病 原細菌が相次いで分離 ・発見され,図1

のごとく薬物療法の歴史は大 きな転換期 を迎えること

にな りました。中でも,北 里柴三郎の免疫血清療法の

確立 とポール ・エー リッヒが秦 佐八郎 とともに梅毒

に効 くサルバルサ ンを発見 したのをきっかけに提唱し

た化学療法 はその後の医学 を大 きく変えた衝撃的なも

のであ りました。

図1. 薬物療 法 の歴 史
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図2. 化学 療法 の歴 史 一 主 要 な発見

図2に 示すごと く化学療法の歴史はサルバ ルサン,

ペニシリンに次いで1935年 に ドーマクによって発見さ

れたスルフォンア ミド.プ ロン トジルは今 日でもサル

ファ剤 として使われ続 けてお ります。 またフレミング

博士によって発見 されたペニシリンは非常に不安定な

物質であったため,化 学療法剤 として実用には至って

お りませ んで したが.プ ロン トジルの発見 も刺激 とな

って再び注 目され,つ いに,1940年,フ ローリー,ア

ブラハム,チ ェインがペニ シリンの抽出に成功 し,動

物,次 いで人でその優 れた治療 効果 を証明しました。

このいわゆる,「 ペニシリンの再発見」がなければ,第

二次世界大戦の最中,多 くの兵士や市民の命 を救 った

ペニシリンは誕生 しなかったでしょう。

このペニシリンの成功 は科学者を新たな化学療法剤

の探索へ と駆 り立てました。そ して,1942年,ワ ック

スマンが結核 に有効 なス トレプ トマイシンを発見,初

めて 「抗生物質」 という呼び名を提唱 し,そ の後の多

くの抗生物質発見の先駆けとな りました。

1944年 には 日本でも英国にペニシリンという画期的

新薬が誕生 したことが報道されるな ど,戦 争中 もペニ

シリンに関す る断片的な情報は入っていました。 日本

で も乏 しい情報の中,ペ ニシリンを碧素と称 して 「碧

素研究会」が発足 し,ペ ニシリン製造へ の努力が開始

されました。 しかし,本 格的な取 り組みは今か ら50年

前,終 戦直後の1946年 の 日本ペニシリン協会の設立か

らであ ります。 この協会は厚生省を通 じGHQの 要請

により,製 造業者のための協調連絡機関 として設立 さ

れたもので,当 初39社 が参加 してお ります。同年,学

術支援のために日本抗生物質学術協議会の前身である

「日本ペニシリン学術協議会」 も設立 され,ま さに産官

学の理想的な協力体制の もと,日 本でのペニ シリン製

造のための取 り組みが開始 されました。

GHQの 指導 ・支援は実に徹底周知を極めたものであ

りました。特 に,著 名なペニシリン研究者であるテキ

サス州立大学教授 ・フオス ター博士が実地指導教官と

して召喚され,ア メリカが英国の協力のもとに6年 間

に2千 万 ドルかけて培って きたペニシリン製造 ノウハ

ウが詳細 に公開されました。さ らに,各 社 の工場 を視

察 し,直 接指導していただいたのは何 よりの贈 り物で

した。戦後の虚脱状態の中,こ のペニシリンの工業化

が 日本復興の力強い原動力 となったことは,周 知の通

りであります。

次に,抗 生物質の人類への貢献について見てみ まし

ょう。 日本の代表的な感染症である肺炎 と結核 につい

て,そ の死亡数の推移を見 ます と,ペ ニシリンの発売

後,肺 炎による死亡 は半減 し,一 方,ス トレプ トマイ

シン(SMと 略)の 発売は,結 核による死亡者を激減さ

せたことは明白な事実であ ります。ペニシリン,ス ト

レプ トマイシンが戦後の日本の感染症治療に もたらし

た功績は計 り知れないものがありました。

抗生物質は梅毒や また多 くの伝染病の撲滅にも貢献

しました。例えば,図3は 梅毒 と赤痢の患者数の年次

推移を示 した ものですが,梅 毒はペニ シリン効果が顕

著 にでた代表的 な例であ ります。赤痢 はサル フ ァ剤

(SA)に より一時減少した もののサルファ剤 に耐性の赤

痢菌の登場により1950年 頃より患者が激増 しました。

その時に登場 したクロラムフェニコール(CP),テ トラ

サイクリン(TC),合 成ペニシリンなどの抗生物質と環

境衛生の整備 も加わって,今 で は赤痢は希な伝染病 と

なるまで患者数は激減 しています。その他,コ レラ,

ペス ト,チ フス,ジ フテリア等の伝染病 も抗生物質の

おかげで 日本ではほとんど聞かな くなりました。

サルファ剤,ペ ニシリン,ス トレプ トマ イシンなど

の化学療法剤は,図4に 示すキノロン系や β-ラクタム

系薬剤など多 くの薬を生み出 し,感 染症の脅威か ら人

類を守る頼 もしい存在 となってい ます。今 日,医 療の

現場ではそれぞれの薬剤の特長 を生か し,患 者 さんの

症状 に最 も適 した薬剤 を選んで使えるようにな りまし

た。 さまざまな化学療法剤の中には,梅 澤濱夫博士が

発見 されたカナマイシンのように日本が世界に誇れる

物質 も少な くな く,こ の分野における 日本の科学者,

技術者の貢献は素晴 らしいものがあ ります。

多 くの化学療法剤の進歩 ・発展は感染症の治療 を容

易 にし,乳 幼 児の死亡率 を低下 させ,ま た,医 療設

図3. 梅毒および赤痢の患者数の年次推移
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図4. 化学療 法 剤の系 統

備 ・技術の進歩,環 境衛生の整備,栄 養の向上などと

も相 まって平均寿命を大いに延長 し,日 本 は世界一の

長寿国となりました。

さて,「 ペニシリンの歩んできた道」について,概 略

をお話 しいたしましたが,ペ ニ シリンは,単 に医薬品

として貢献 しただけではなく,様 々な学問や産業分野

に直接的,間 接的に大いに貢献 したことも付け加えて

おきます。例 えば,ペ ニ シリンを使 うことによって,

医学の基礎 と臨床が,ま た生化学,薬 理学,製 剤学等

の学問 ・技術が発展 し,ま た,ペ ニシリンを製造する

ことによって,醗 酵や化学合成の工業化技術は著 しく

向上いた しました。 さらにまた,ペ ニシリンやその他

の抗生物質 を応用することによって,農 業,畜 産,食

品等の分野にまでその波及効果は広がっています。

では目前まで きた21世 紀にはどんな化学療法剤が必

要となるのでしょうか?

第1に 考えなければならない事は,高 齢化社会 を迎

えるに当た って,体 力や免疫力の低下 した高齢者に対

図5.21世 紀 の感 染症 と抗 生物 質像

するQOLを 配慮した医薬の開発であ ります。一方,乳

幼児に優 しい副作用の少 ない薬の開発 も忘れてはなり

ません。

第2は 耐性菌 との戦いです。化学療法剤の歴史は耐

性菌との戦いの歴 史で もあ り,耐 性菌が 出にくい薬の

使い方の研究や耐性菌に有効 な薬の開発 は今後も続け

なければな りません。

第3は,新 しく出現 して きた,あ るいは再び問題化

して きた感染症への対策です。今話題の出血性大腸菌

O-157,狂 牛病,あ るいはエイズ,エ ボラ出血熱,マ

ラリアな ど未解決の感染症は少な くあ りません。さら

に,人 や物が大量かつ高速に輸送可能なボーダーレス

時代 を迎え,ほ ぼ撲滅 されているはずの伝染病の復活

や,思 い もかけないバ クテリア,カ ビ,ウ イルス,寄

生虫などによる感染症が世界規模で起こっても不思議

ではあ りません。私達はそれへの備 えが必要でありま

す。


